
 ４月７日（木）に，本校体育館において，令和４年 

度三次市立三次中学校第 76 回入学式を挙行しました。 

式では，校長先生の挨拶の後，在校生代表として， 

生徒会長 宗久透也くんが歓迎の言葉を贈りました。 

そして，新入生３２名の代表として，藤川暖生くん 

が誓いの言葉を述べました。 

 ここに，校長が式辞の中で述べました次の３つの 

心得について内容を紹介させていただきます。 

① 「何事にも全力で挑戦してほしい」        

何事（各種検定試験，各種コンクール，そして部活動等）にも積極的にチャレンジしてほし

い。努力したことは，合否，入賞の有無に限らず，自分の力として残っていきます。人は，案

外成功した時よりもむしろ失敗したときの方をよく覚えているものであり，それ以後の教訓に生か

しているものです。その中で，自分自身に対する自信を学び，次への大きな力の糧となるのです。 

②「当たり前のことが，一生懸命本気でできる人になろう」 

卒業して高校に行っても，大人になっても，社会人になっても，通用する当たり前のことです。

一つ目は，「時を守る」つまり，時間を守るということ。二つ目は，「礼を正す」つまり，本気の挨

拶や返事ができ礼儀やル-ルを守るということ。三つ目は「場を清める」つまり，整理整頓，掃除が

できるということです。 

三次中学校では，これらのことをただ当たり前にするだけでなく，一生懸命，本気でできる人，

立派にやり遂げる学校をめざしています。 

③「言葉を大切にしてほしい」 

言葉には人を感動させる力があります。人間の魂を揺り動かす力があります。 

「言葉一つで喜んで，言葉一つで泣かされて，言葉一つでけんかして，言葉一つで仲直り」 

たった一言が人の心を傷つけてしまい，たった一言によってその人に生きる勇気と希望を与える

のです。言葉はまるで刃物のように鋭くもあり，生き物のように温かいぬくもりをもつものでもあ

ります。だからこそ私たちは言葉を大切にしたいし，皆さんにも大切にしてもらいたいものです。 

本年度も，「市立三次中学校」は地域に支えられ，地域とともに歩み，地域に価値ある学校づくり

をめざしてまいります。 

保護者の皆様そして地域の皆様には，本校教育への相変わらぬご理解とご支援をいただきますよ

うお願いいたします。 

校長  池田 誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回三次中学校区運営協議会(6/22)を終えて 
(みよし学園コミュニティ・スクール) 

 今回は，６月２２日(水)に．第２回三次中学校区運営協議会で話し合われたことを紹介させ

ていただきたいと思います。 

 まずは，次のとおり，本年度のこれまでの 

活動状況について確認いたしました。 

 ・あずまやお披露目会 

・和田健作さんによる比熊山現地学習 

・環境整備作業  ・サツマイモ苗植え 

・青少年育成会議による産業学習     

・みよし学園支援チーム「きり子ちゃん」による小学校の花植え  ・比熊山登山遠足  

・田植え（ＪＡ三次北部支店，ＪＡ女性会，河内地区老人クラブ連合会） 

・自治連代表者による授業参観，学校説明    ・ＰＴＣ懇話会 

 その後，次のように主な部会ごとに分かれて，これまでの活動に対する振り返りを行ったり，

今後の活動の見通しについて議論したりしました。 

 

 

 

 

 

 下の写真は，６月２４日に三次中学校で行われた除幕式の様子です。 

この横断幕のスローガンは，小・中学校の児童生徒から募集し，生徒会が中心となり決定し

ました。このスローガンには，次の２点の意味を込めました。 

【学校にとって】学びや体験活動が充実し，自己肯定感や地域の担い手としての自覚が高まる。 

【地域にとって】学校を核とした地域ネットワークが形成され，地域の課題解決につながる。 

  

 

 

 

 

 

 

発行：みよし学園コミュニティ・スクール 
（事務局：市立三次中学校） 

 
令和４年７月１日 

No.28 

 ＜学習支援部会・キャリア教育部会＞ 

 職場体験学習への協力 
 地元企業の方による面接 
 部活の地域移行 

＜環境整備部会・安心安全部会＞ 

 災害への対策（出水期を踏まえ） 

 防災マップの作成 

 三次小学校の空き教室の有効活用 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「みよし学園コミュニティ・スクール（学校運営協議会が設置さ 

れた学校）」が４月にスタートし，保護者の皆さんや地域の方々に  

本広報誌等を通じて，周知とともに，ご理解をいただいているとこ 

ろですが，当事者である，児童・生徒がコミュニティ・スクールの 

趣旨をしっかり理解しておくことが必要であると考えました。本事 

業の趣旨を知ることで，地域の皆さんとともに協働して取組を行っ 

ていくことや，児童生徒が主体的に地域に関わることにつながりま 

す。先日，全校朝会において，「みよし学園コミュニティ・スクール」の説明をしました。三次

中学校区では，３つの資質・能力（コミュニケーション能力・協調性・主体性）の向上を目指し 

ていること，その資質・能力を向上させるために，地域・ 

保護者・学校・関係機関が共に当事者意識をもって，取り 

組んでいくことで，持続可能な三次のまちづくりにつなが 

っていくことなどを話しました。低学年の児童には難し

い話でしたが，いつも本校が行っている地域協働活動が

その一環であることをスライドで示すと，なんとなくで

すがイメージをもってくれたようです。これからも，地

域の方・保護者・学校職員・子どもたちが思いを一つに

しながら，進めていきたいと思います。 

 

 

 

 

保護者の皆様のご協力で水泳指導が充実！ありがとうございます！ 

「コミュニティ・スクール」って？ 河内小   

 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

コロナ禍により，水泳指導がほとんどできない２年間でした。それでも昨年度は，プールに入る人

数を少なくして行いました。２回しか水泳指導ができなかったので，水泳を教えるというより，命を

守るための水泳の指導を行いました。たった２回のプールでしたが，児童は大変喜びました。 

今年度もコロナ禍のために夏休みのプール開放はできません。少しでも水泳をさせてやりたいとい

う保護者の思いがあり，教職員も水泳指導を充実させてやりたいという思いがありました。PTA の

役員会で，複数の教職員が監視につかないと水泳指導ができないので，保護者の皆さんのボランティ

アで監視係をしてもらうことが決まりました。これにより，昨年度の２倍の水泳指導が実施できてい

ます。毎日プールで水泳をしている子供達の姿が見られます。「今日は，プールがあります。」と水着

の入ったバックをうれしそうに持って登校しています。 

保護者の皆様には仕事を休んでもらったり，暑い中での監視だ 

ったりするのですが，大変協力的で「子供達の喜ぶ姿を見られて， 

うれしいです。」と言ってくださる保護者の声もありました。 

 協力いただいた保護者の皆様の延べ人数が１４７名にものぼり 

ます。本当にありがたく，心より感謝したいと思います。 

 今年度から，みよし学園コミュニティ・スクールとして，スター 

トしていますが，今回は保護者の皆様，PTA 役員の皆様のご協力 

で，実際の学校の教育課程が充実することにつながっているのを実 

感しています。子供達の笑顔の輪が広がり，泳力も伸びました。 

 本当にありがとうございました！ 

 


